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VOL .9市制 60周年記念特別企画

　市制60周年を記念して「高石の歴史を紐解くコラム」を毎月連載します。長い年月をこえて受け継がれてきた高石の記憶を、
皆さんと一緒にたどっていきましょう。

天
明
期
の
百
姓
一
揆「
千
原
騒
動
」

次回の高石の歴史を紐解くコラムは、「高石に存在したロシア人俘虜 (捕虜 )収容所」です。お楽しみに！

問合先　地域創生課☎（275)6082　

寄
稿
者
　石
田 

孝
文

監
修
　 佐
野 

謙
太
郎

　
江
戸
時
代
の
後
期
︑
天
明
二︵
１
７
８
２
年
︶年
︑
現
在
高
石
市
域
と

な
っ
て
い
る
冨
木
︑新
家
︑南
出︵
後
の
綾
井
︶︑大
園
︑土
生
の
各
村
を
含

む
一
橋
領
知
の
泉
州
五
十
四
ヵ
村
で
百
姓
一
揆
が
あ
り
ま
し
た
︒

  

当
時
︑泉
州
地
方
で
は
田
畑
の
半
分
ほ
ど
で
木
綿
作
り
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
︒年
貢
の
賦
課
は
米
の
取
れ
高
を
基
準
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
︑

木
綿
が
高
く
売
れ
れ
ば
百
姓
に
利
益
が
あ
っ
た
の
で
す
︒ま
た
︑年
貢
は

米
で
は
な
く
銀
で
︑
領
内
に
三
軒
作
ら
れ
て
い
た
収
納
を
代
行
す
る
下

掛
屋
が
集
め
て
代
官
所
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
︒

  

と
こ
ろ
が
︑
こ
の
年
天
明
二
年
は
天
候
不
順
の
上
︑
二
度
の
台
風
の
襲

来
も
あ
り
︑木
綿
作
り
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
︒し
か
し
江
戸

表
は
庄
屋
た
ち
村
役
人
を
通
じ
た
年
貢
減
免
や
延
納
の
嘆
願
に
︑
木
綿

は
勝
手
作
り
だ
か
ら
と
し
て
拒
否
し
続
け
ま
し
た
︒

  

業
を
煮
や
し
た
百
姓
達
は
八
月
二
十
日
に
府
中
︵
和
泉
市
︶
の
泉
井
上

神
社
近
く
の
御
館
山
に
千
人
程
が
集
ま
り
ま
し
た
︒府
中
代
官
所
の
命

に
よ
り
一
橋
領
知
の
庄
屋
た
ち
が
出
て
︑
新
た
に
出
し
た
嘆
願
書
へ
の

返
答
を
待
つ
よ
う
説
得
し
ま
し
た
︒し
か
し
︑か
ね
て
か
ら
不
正
の
噂
等

が
あ
っ
た
千
原
村︵
泉
大
津
市
︶の
下
掛
屋
で
庄
屋
の
川
上
佐
助
を
糾
弾

し
よ
う
と
し
て
い
た
百
姓
達
が
︑そ
の
夜
︑川
上
邸
に
押
し
か
け
暴
徒
と

な
っ
て
家
を
打
ち
壊
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
︒

  

こ
の
た
め
堺
奉
行
所
が
検
挙
に
乗
り
出
し
︑
一
五
八
人
が
検
束
さ
れ
︑

首
謀
者
と
さ
れ
た
新
家
村
の
勘
七
は
死
罪
︑土
生
村
の
了
意
︑冨
木
村
の

忠
兵
衛
︑
他
三
人
は
遠
島
と
な
り
ま
し
た
︒こ
の
事
件
の
後
︑
領
内
の
下

掛
屋
が
廃
止
さ
れ
︑
年
貢
の
延
納
や
一

部
減
免
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
︒

　
勘
七
は
新
家
の
墓
地
に
︑
了
意
は
高

石
墓
地
に
あ
り
ま
す
︒忠
兵
衛
は
明
治

時
代
に
な
っ
て
顕
彰
の
動
き
が
起
こ

り
︑富
木
の
楷
定
寺
内
に
供
養
塔
が﹁
土

井
忠
兵
衛
之
碑
﹂と
し
て
建
て
ら
れ
︑寺

で
は
毎
年
一
月
に
法
要
が
営
ま
れ
て
い

ま
す
︒

み
の
で

楷定寺内の供養塔
「土井忠兵衛之碑」

か
い
じ
ょ
う
じ し

ん
げ

は
ぶ

ひ
と
つ
ば
し
り
ょ
う
ち

え
ど

お
も
て

60TAKAISHILine upEvent 
市制60周年という節目に向けて、さまざまなイベントが開催されます。まちの魅力とにぎわいを感じながら、
記念すべき11月を一緒に迎えましょう。問合先　企画課☎(275)6034

高石市民文化祭
こどもたちで市制60周年を祝おう

あつまれ たかいし60祭60 周年記念式典
記念植樹

高石市民の芸術祭
砂浜活性化プロジェクト

健診 JAM 講演会

市民体育大会
健康チャレンジ60
市民体育大会
健康チャレンジ60

周遊謎解きイベント周遊謎解きイベント

ヨシ シスレー氏アート事業ヨシ シスレー氏アート事業
高石シーサイドフェスティバル2026 -ファイナル -高石シーサイドフェスティバル2026 -ファイナル -

市制60周年記念だんじり曳行市制60周年記念だんじり曳行

フレイル予防シンポジウムフレイル予防シンポジウム

月10 11・ 月の

障がい者アート展

問合先　高齢・障がい福祉課☎（275）6294

障がい者の社会促進、創作活動の奨励、
ふれあいの場として開催いたします。

アプラたかいしギャラリー（3階）

詳しくは
こちら▶

9  23月 日 9  26月 日

午前10時から 午後 5時まで

市制60周年記念事業 入場
無料

▶

※初日は午後 1時から 、最終日は午後 3時まで
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健
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よ
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窓
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子
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ナ
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募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
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住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
に
よ
る

固
定
資
産
税
額
の
減
額
措
置

　
平
成
26
年
4
月
１
日
以
前
か
ら

あ
る
住
宅（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

で
、
令
和
13
年
3
月
31
日
ま
で
の

間
に
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
省

エ
ネ
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合

は
、
翌
年
度
の
当
該
家
屋
の
固
定

資
産
税
額
を
3
分
の
1
減
額
し
ま

す
。

※
改
修
に
よ
り
長
期
優
良
住
宅
の

　
認
定
を
受
け
た
場
合
は
、
3
分

　
の
2
を
減
額
し
ま
す
。

■
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
軽
減
措
置

と
の
併
用
は
で
き
ま
す
が
、
耐
震

改
修
軽
減
措
置
等
と
重
複
し
て
適

用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
過
去
に
当
該
減
額
措
置
を
受
け

　
た
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　
要
件
、
対
象
範
囲
、
必
要
書
類

　
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込　

工
事
完
了
後

3
ヵ
月
以
内
に
税
務

課
へ
郵
送
ま
た
は
持

参問
合
先　
税
務
課
☎（
275
）６
1
０

９

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が

一
定
基
準
以
下
の
年
金
受
給
者
の

生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金

に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の

で
す
。受
け
取
り
に
は
請
求
書
の

提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。ご
案

内
や
事
務
手
続
き
は
、
日
本
年
金

機
構
が
実
施
し
ま
す
。

対
象　

①
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
、
次

　
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

・
65
歳
以
上
で
あ
る

・
世
帯
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税

　
と
な
っ
て
い
る

・
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他

　
所
得
額
の
合
計
が
、
昭
和
31
年

　
４
月
２
日
以
後
生
ま
れ
の
方
は  
  

90
万
9
千
円
以
下
、
昭
和
31
年

　
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
方
は

　
90
万
6
千
7
百
円
以
下
で
あ
る
。

②
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

　
金
を
受
給
し
、
前
年
の
所
得
が

　
４
７
9
万
4
千
円
以
下
の
方

問
合
先　
日
本
年
金
機
構
「
給
付

金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
☎
０
５
７
０

(

０
５)

４
０
９
２

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

を
ご
存
知
で
す
か
？

■
任
意
加
入
制
度

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら

60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
満
額
の
年

金
を
65
歳
か
ら
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

な
ど
に
よ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な

い
場
合
や
保
険
料
の
納
付
済
期
間

が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合
で
、

厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
な
い
と
き
は
、
60
歳
か

ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民

年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。制
度
の
利
用
に
は
、口
座

振
替
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
特
例
任
意
加
入
制
度

　
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方
で
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を

満
た
し
て
い
な
い
方（
た
だ
し
、昭

和
50
年
4
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
に
限
り
ま
す
）は
受
給
資
格

期
間
10
年
を
満
た
す
ま
で
の
期
間

に
限
り
加
入
で
き
ま
す
。

問
合
先　
健
幸
増
進
課
☎（
275
）６

２
４
１

市役所からのお知らせ 問合先　産業共創課 
　　　　☎(275)6189

求人情報掲載中！

高石市 きらりナビ

泉大津市・高石市・忠岡町の
気になる情報をお届けします！

令和８年度 
忠岡町民文化祭作品募集

高石商工フェスティバル　
めざせ優勝！

第３回高石カラオケ選手権出場者募集

こどもの一食を支える
「フードリボンプロジェクト」

に協力ください
日時　10月 18日（日）
         13:30 ～ 15:00
場所　鴨公園グランド
対象　どなたでも応募可
※18歳未満の方は保護者の同意必要
募集　10～15組
         （申込多数の場合は抽選）
申込　9 月 18日までにWeb申込
問合先　高石市商工会議所
          ☎ (264)1888

「フードリボン」は、地域でこどもの一食を
支える、新たなこども食堂のカタチです。
参加店舗では、お客さんからいただい
た300円の寄付を「フードリボン」とし
て店内に掲示。こどもたちは、リボンを
1つ手に取ることで、1食分の食事がで
きます。対象店舗で飲食の際は、フード
リボンの寄付に協力してください。

問合先　泉大津市こども政策課
　　　　☎0725（33）1131

泉大津市内の参加店舗は
こちら▶

絵画や写真などの作品を募集します。部門や
規格など、詳しくはQRコードからご確認く
ださい。
申込期間　10月 1日 ~18日
忠岡町文化会館開館時間内（月・火・祝休館日）
※申込用紙は忠岡町文化会館事務所または
忠岡町公式ホームページにて配布／１部門
につき１人１点
対象　平成23年４月１日以前に生まれた方
※忠岡町以外の方も申し込み可
作品搬入　10月25日10:00～13:00
問合先　忠岡町文化協会事務局   
              （忠岡町文化会館内）
               ☎0725（33）1151
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市役所からのお知らせ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
館
内

工
事
に
伴
う
休
館
の
お
知
ら
せ

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
館
内

の
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。工

事
期
間
中
は
次
の
と
お
り
休
館
と

な
り
ま
す
。ご
利
用
の
皆
さ
ま
に

は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

休
館
期
間
・
場
所　
10
月
13
日
〜

26
日：全
館（
1
階
〜
3
階
）、瑞
松

苑10
月
27
日
〜
11
月
11
日:

2
階
の

み問
合
先　
秘
書
課
☎(

275)

６
0
７

８
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・

瑞
松
苑
☎(

263)

３
３
１
７

防
災
行
政
無
線「
戸
別
受
信

機
」の
貸
与
に
つ
い
て

　
災
害
時
の
円
滑
な
避
難
行
動
を

支
援
す
る
た
め
、
希
望
者
へ
防
災

行
政
無
線
戸
別
受
信
機
の
貸
与

（
無
償
・
有
償
）を
始
め
ま
し
た
。

戸
別
受
信
機
で
は
防
災
行
政
無
線

の
放
送
と
同
じ
情
報
を
聞
く
、
文

字
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

無
償
貸
与
対
象
者
：
①
避
難
行
動

要
支
援
者
の
う
ち
、
視
覚
／
聴
覚

障
害
6
級
以
上
の
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
②
自

主
防
災
組
織

有
償
貸
与
対
象
者
：
①
他
の
市
民

②
市
内
事
業
者
、
団
体

お
知
ら
せ
す
る
内
容
　
地
震
等
に

関
す
る
災
害
、
避
難
情
報
、
市
等

か
ら
の
お
知
ら
せ
や
行
政
情
報
、

午
後
5
時
の
定
時
試
験
放
送

申
請
方
法　
危
機
管
理
課
の
窓
口

又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
提
出

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
危
機
管
理
課
☎(
275)
６

２
４
５

弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
飛
来
に
備

え
て
「
逃
げ
る
・
伏
せ
る
・

離
れ
る
」

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
弾
道
ミ
サ

イ
ル
の
緊
急
情
報
が
流
れ
た
場
合
、

身
を
守
る
た
め
の
行
動
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。
緊
急
時
に
は
建
物
の

中
も
し
く
は
地
下
へ「
逃
げ
る
」、

「
伏
せ
る
」、
窓
か
ら
「
離
れ
る
」

な
ど
の
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
危
機
管
理
課
☎(

275)

６

２
４
5

　以下の日時・区域で交通規制等を実施します。
ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

■日時

■区域

※上記日時には交通規制に伴い、 福祉バスは終日運休。
　また、ごみ収集が通常よりも前後する場合があります。

 9月27日(日) 12：30～16：30
10月10日(土) 13：30～17：30

12：30～17：30
10月11日(日) 8：30～11：00

交通規制についての問合先　高石地車連合会☎090(9720)6316

憩いの場「詰所」
　だんじり観覧の際に、どなたでも椅子に
座って休憩しながら観覧できる場所を設置
日時　10 月 11日 (日 )11:00~15:00
場所　関西スーパー駐車場前
対象　どなたでも可
　　　※混雑時は、高齢者、妊娠中の方、乳
　　　　幼児連れの方、障がいのある方、体
　　　　調のすぐれない方など、配慮を必要
　　　　とする方を優先
申込　不要
憩いの場についての問合先
高石若頭連合会☎090(1143)2581

開催が変更になる場合がありま
す。今後の詳しい情報は「だん
じり総合情報アプリ『祭礼』」
でご確認ください。▼

AndroidiOS

高石だんじり祭りに伴う交通規制等のお知らせ

無料無料
交通規制及び行き止まり区域

ス
ー
パ
ー

ス
ー
パ
ー

コンビニ
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鍵
を
か
け
て
い
ま
す
か
？　

大
切
な
自
転
車

　
大
阪
で
最
も
多
い
犯
罪
、
そ
れ

は
自
転
車
の
盗
難
で
す
。
約
半
数

は
鍵
を
か
け
て
い
な
い
状
態
で
被

害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。

　
大
切
な
自
転
車
を
守
る
た
め
に
、

駐
輪
す
る
際
は
短
時
間
で
あ
っ
て

も
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
府
治
安
対
策
課
☎
０
６

(

６
９
４
４)

６
５
１
２

令
和
８
年
度
都
市
計
画
変
更

に
係
る
案
の
縦
覧

日
時　
9
月
16
日
〜
30
日

場
所　
都
市
計
画
課

都
市
計
画
道
路
・
区
画
整
理
・
用

途
地
域
等
の
都
市
計
画
変
更
に
つ

い
て
、
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
合
先
　
都
市
計
画
課
☎（
275
）

6
4
0
3

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

休
日
交
付
窓
口

日
時　
10
月
11
日（
日
）午
前
9
時

〜
正
午

場
所　
市
役
所
本
館（
１
階
）

お
知
ら
せ

健
康
だ
よ
り

子
育
て
ナ
ビ

相
談
窓
口

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

取
扱
業
務　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
受
取
な
ど

※
休
日
窓
口
の
日
程

　

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
市
民
課
☎(

275)

６
８
２

９長
寿
祝
品
を
贈
呈

　
９
月
１
日
現
在
、
市
内
在
住
で

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
満
77
歳
・
88
歳
・
99
歳
と
最
高

齢
者（
男
性
・
女
性
）の
方
に
長
寿

祝
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。（
申
請
手

続
き
不
要
）

問
合
先　
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

☎(

275)

６
２
９
４

高
齢
者
見
守
り
訪
問

　
ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
て
い
る
お

お
む
ね
65
歳
以
上
の
方
を
訪
問
し
、

日
常
生
活
に
つ
い
て
の
相
談
や
、

見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会
☎

（
265
）１
３
１
３

令和8年度
下 半 期
くみ取り日程

住所 10月 11月 12月 1月 2月 3月
取石１丁目・２丁目（7～10､13､28、33、39、41）
取石3丁目(13、15)
取石4丁目(4)

1(木)
16(金)

2(月)
16(月)

1(火)
15(火)

12/29(火）
18(月)

1(月)
16(火)

2(火)
16(火)

取石２丁目（30、37、38、43）
取石3丁目(13、15以外)

2(金)
19(月)

4(水)
17(火)

2(水)
16(水)

12/30(水）
19(火)

2(火)
17(水)

3(水)
18(木)

取石 4丁目（4以外）〜7丁目、
西取石3丁目(14、15)
千代田3丁目(3、13)

5(月)
20(火)

5(木)
18(水)

3(木)
17(木)

5(火)
20(水)

3(水)
18(木)

4(木)
19(金)

※悪天候の場合
　は、日程を変　
　更することが
　あります。
※くみ取り日は、
　作業がしやす
　いように通路
　の確保等にご
　協力をお願い
　します。
※世帯人数、便
　槽に変更が
　あった場合は、
　ご連絡くださ
　い。
  問合先 
  環境政策課
  ☎（275）6834

千代田１丁目～６丁目（3丁目3、13以外）
綾園７丁目
東羽衣４丁目・6丁目(1)・7丁目

6(火)
22(木)

6（金）
19(木)

4(金)
18(金)

6(水)
21(木)

4(木)
19(金)

5(金)
23(火)

高師浜１丁目・4丁目
羽衣1丁目・３丁目
東羽衣１丁目・２丁目・３丁目（13､14、16）
東羽衣5丁目（4）

7(水)
23(金)

9(月)
20(金)

7(月)
21(月)

7(木)
22(金)

5(金)
20(土)

8(月)
24(水)

東羽衣３丁目（3、4）・5丁目（4以外）
東羽衣6丁目（1以外）
加茂１丁目

8(木)
26(月)

10(火)
24(火)

8(火)
22(火)

8(金)
25(月)

8(月)
22(月)

9(火)
25(木)

加茂2丁目・3丁目
綾園1丁目・２丁目（1、9）・3丁目・４丁目
綾園6丁目（6､7、14）

9(金)
27(火)

11(水)
25(水)

9(水)
23(水)

12(火)
26(火)

9(火)
24(水)

10(水)
26(金)

綾園６丁目（4､5､21、22、23） 13(火)
28(水)

12(木)
26(木)

10(木)
24(木)

13(水)
27(水)

10(水)
25(木)

11(木)
29(月)

綾園２丁目（4、7）・６丁目（8、9、11､12、16､18、20） 14(水)29(木)
13(金)
27(金)

11(金)
25(金)

14(木)
28(木)

12(金)
26(金)

12(金)
30(火)

西取石1丁目・3丁目（1、5、9、18、19）
取石２丁目（11、14、15、16、17、47）
加茂４丁目

15(木)
30(金)

14(土)
30(月)

14(月)
28(月)

15(金)
29(金)

15(月)
3/1(月）

15(月)
31(水)
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住
宅
改
造
の
経
費
を
助
成

対
象　
市
内
在
住
で
、
身
体
の
状

況
に
よ
り
住
宅
の
改
造
を
必
要
と

す
る
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
が
い
る
世
帯

①
介
護
保
険
被
保
険
者
②
身
体
障

が
い
者
手
帳（
１・
２
級
ま
た
は
下

肢・体
幹
の
３
級
）を
お
持
ち
の
方

③
療
育
手
帳（
Ａ
）を
お
持
ち
の
方

※
介
護
保
険
被
保
険
者
に
つ
い
て

　
は
、
介
護
保
険
制
度
を
優
先
し

　
て
利
用
い
た
だ
き
ま
す
。ま
た
、

　
生
計
中
心
者
の
前
年
の
所
得
税

　
額
に
よ
り
、
対
象
と
な
ら
な
い

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
経
費　
現
在
お
住
ま
い
の
住

宅
の
ト
イ
レ
及
び
浴
室
の
改
造
、

玄
関
・
廊
下
・
階
段
・
台
所
・
居

室
等
へ
の
手
す
り
の
取
り
付
け
、

段
差
の
解
消
、
滑
り
止
め
の
設
置

等
に
要
す
る
経
費（
助
成
金
の
交

付
決
定
に
基
づ
き
、
改
造
工
事
を

し
た
も
の
に
限
る
。一
度
で
も
助

成
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
世
帯
は

対
象
外
）

問
合
先　
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

☎（
275
）６
２
９
４

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
購
入

費
用
を
一
部
助
成

対
象　
市
内
在
住
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

①�

75
歳
以
上
の
方
だ
け
の
世
帯
②

身
体
障
が
い
者
手
帳(

１
〜
３
級)

、

療
育
手
帳(

Ａ)

、
精
神
障
が
い
者

保
健
福
祉
手
帳(

１
級)

の
い
ず
れ

か
を
所
持
し
て
い
る
方
の
い
る
世

帯助
成
額
　
１
世
帯
２
０
０
０
円

(

必
ず
購
入
前
に
申
請
が
必
要)

問
合
先　
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

☎（
275
）６
２
９
４

紙
お
む
つ
給
付

対
象　
次
の
①
〜
④
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
方

①�

市
内
在
住
で
、住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
満
65
歳
以
上

の
方
②�

介
護
保
険
の
要
介
護
３
〜

５
の
方
で
、常
時
、紙
お
む
つ
の
使

用
が
必
要
で
あ
る
在
宅
の
方
③
本

人
及
び
本
人
と
生
計
を
同
一
と
す

る
者
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税
で

あ
る
方
④
生
活
保
護
世
帯
に
属
し

て
い
な
い
方

支
給
額　
月
額
限
度
６
千
円
分

問
合
先　
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

☎（
275
）６
２
９
４

災
害
情
報
等
を
メ
ー
ル
で
も

配
信
し
ま
す

　
避
難
情
報
等
の
災
害
時
情
報
を

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
配
信
に
加
え
、
メ
ー

ル
で
の
配
信
も
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
で
、
聴
覚
障
が

い
等
の
理
由
に
よ
り
災
害
情
報
の

取
得
が
困
難
な
方

申
請
方
法　
随
時
受
付

※
現
在
、
災
害
情
報
等
の
配
信
を

　
希
望
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
登
録
さ
れ
て

　
い
る
方
で
、
メ
ー
ル
配
信
も
希

　
望
さ
れ
る
方
は
、
再
度
申
請
を

　
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

☎（
275
）６
２
９
４

緊
急
通
報
装
置
を
設
置

　

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
緊
急
時

に
、電
話
回
線
を
通
じ
て
、直
接
、

堺
市
消
防
局
へ
の
通
報
や
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
健
康
相
談
が

で
き
る
装
置
を
設
置
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
で
、
①
お
お
む

ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者
ま
た
は
重

度
身
体
障
が
い
者
の
み
で
構
成
す

る
世
帯
②
日
中
ま
た
は
夜
間
に
独

居
と
な
る
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

高
齢
者
ま
た
は
重
度
身
体
障
が
い

者
が
属
す
る
世
帯

料
金　
そ
の
世
帯
の
生
計
中
心
者

の
所
得
税
額
に
応
じ
て
負
担
あ
り

申
込
・
問
合
先　
高
齢
・
障
が
い�

福
祉
課
☎(

275)

６
２
９
４

最
高
裁
判
決
に
伴
う
生
活
保

護
費
の
追
加
給
付
に
つ
い
て

　
平
成
25
年
8
月
以
降
、
本
市
で

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
た
が
現

在
受
給
し
て
い
な
い
方
、
又
は
現

在
受
給
中
で
あ
る
が
、
そ
の
間
に

転
居
等
に
よ
り
本
市
で
の
生
活
保

護
の
受
給
が
中
断
さ
れ
て
い
た
方

で
、
世
帯
主
が
変
わ
っ
た
方
は
過

去
受
給
中
の
扶
助
費
に
か
か
る
追

加
給
付
を
受
け
る
に
は
申
出
書
等

の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、今
回
の
給
付
に
関
し
て
、

手
数
料
の
振
込
み
を
求
め
た
り
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な

電
話
や
訪
問
等
に
は
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い

受
付
期
間
　
令
和
９
年
７
月
31
日

ま
で

必
要
書
類
　
申
出
書
、
同
意
書
、

本
人
確
認
書
類
、
戸
籍
謄
本
（
本

人
の
み
の
世
帯
で
本
人
来
庁
時
は

不
要
）、振
込
口
座
が
確
認
で
き
る

書
類
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

※
代
理
人
申
請
の
場
合
等
は
ご
相

　
談
く
だ
さ
い
。
生
活
保
護
受
給

　
中
の
方
は
、
戸
籍
謄
本
を
省
略

　
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
付
場
所
・
問
合
先　
社
会
福
祉

課
☎(
275)
６
２
８
４

問合先　都市計画課（275）6479

空家の維持管理・利活用等についてセミナーを開催。
終了後には、専門家による個別相談会も実施します。

市内空家の適正管理・利活用のため、外観の状況確認と写
真撮影を実施します。調査員は高石市の調査員証を携帯し
、(株)ゼンリンのユニフォーム・腕章を着用しています。

市内の空家等の実態調査を実施空家に関するセミナーを開催

日時  10 月 3日（土）10：00～12：00
場所  市役所別館 (3 階 )
対象  空家所有者・関心のある方
募集  セミナー 50人（先着順）・個別相談会 6組（事前予約制）

申込  電話申込もしくは窓口申込

期間    9 月上旬から 10月上旬
対象地域   高石市全域

調査員　調査員証を携帯、（株）ゼンリ
　　　　ンのユニフォームを着用
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戦
没
者
追
悼
式

　
戦
没
者
を
追
悼
し
、
恒
久
平
和

を
祈
念
す
る
た
め
、
戦
没
者
追
悼

式
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時　
10
月
1
日(
木)

午
後
1
時

30
分
か
ら（
受
付
：
１
時
か
ら
）

場
所　
ア
プ
ラ
た
か
い
し（
3
階
）

※
当
日
の
参
列
も
可
能
で
す
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課
☎（
275
）６

２
８
３

福
祉
バ
ス
の
臨
時
運
行
及
び

運
休
に
つ
い
て

■
臨
時
運
行　
9
月
21
日
・
23
日

※
い
ず
れ
も
祝
日

■
運
休
　

9
月
27
日・10
月
10
日・

11
日

対
象　
取
石
、
羽
衣
、

高
石
の
そ
れ
ぞ
れ
の

福
祉
バ
ス
運
行
ル
ー

ト
（
臨
時
運
行
の
詳
し
い
ル
ー
ト

及
び
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

問
合
先
　
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

☎（
275
）６
２
９
４

訪
問
理
容
サ
ー
ビ
ス

対
象　
市
内
在
住
で
、
在
宅
で
寝

た
き
り
の
65
歳
以
上
の
方

助
成
方
法　
市
が
発
行
す
る
助
成

券
で
、
理
容
師
の
出
張
料
金
を
年

４
回
ま
で
助
成

助
成
額　
１
回
１
５
０
０
円

※
理
容
料
金
は
別
途
必
要

問
合
先　
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

☎(

275)

６
２
９
４

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
在
宅
で
の
介
護
に
関
す
る
様
々

な
心
配
ご
と
に
、
無
料
で
面
接
や

24
時
間
の
電
話
相
談
に
対
応
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
相
談
内
容
に
よ

り
、
各
種
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

総
合
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
各

関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
を
行
っ

て
い
ま
す
。

問
合
先　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
き
ゃ
ら
の
郷
内
）☎(

267)

１
２
０

５ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

・
東
羽
衣
校
区
福
祉
委
員
会
様

寄
附
額　
1
万
円

寄
附
対
象
事
業　
松
の
実
園
指
定

寄
附

問
合
先　
子
育
て
支
援
課
☎（
275
）

６
３
５
９

その痛み、保険が使える？使えない？
　はり・灸・あんま・マッサージ・柔道整復師による施術を受ける時、健康保険を適用できるケースは
限られています。正しく理解し、適切に受診しましょう。詳細はホームページをご確認ください。

【国民健康保険加入者】健幸増進課☎（275）6374
【後期高齢者医療保険加入者】健幸増進課☎（275）6392または府後期高齢者医療広域連合給付課 ☎06（4790）2031

施術を受ける際の注意点

保険が使える場合

神経痛・リウマチ・頸腕症候群・五十肩・腰痛症・頸椎捻挫後遺症・その他慢性的な疼痛を主症とする疾患

筋麻痺・関節拘縮などで、医療上マッサージを必要とする症例

はり・灸

あんま・マッサージ

保険の適用には、あらかじめ医師の発行した同意書または診断書が必要です。

施術を受ける際の注意点

保険が使える場合

外傷性が明らかな骨折・脱臼・打撲及びねんざなど（いわゆる肉離れを含む。）
※骨折・脱臼については、応急手当をする場合を除き、あらかじめ医師の同意を得ることが必要です。

肩こり・筋肉疲労などに対する施術は保険の対象ではなく全額自己負担となります。
柔道整復師が患者の方に代わって保険請求を行うことが認められているため、一部負担金を支払うことで施術を受けること
ができます。施術を受けたときには、「療養費支給申請書」の施術箇所や回数を確認し、署名または押印してください。

疲労回復や慰安を目的としたもの、疾病予防のためのマッサージなどは保険の対象ではなく全額自己負担となります。

施術を受けたときは、必ず領収証を受け取りましょう。

医 師 が 必 要 と 認 め た
はり・灸・あんま・マッサージの施術

整 骨 院・接 骨 院 で
柔道整復師の施術

問合先　

施術者が患者の方に代わって保険請求を行うことが認められているため、一部負担金を支払うことで施術を受けることが
できます。施術を受けたときには「療養費支給申請書」の施術箇所や回数を確認し、署名または押印してください。
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市役所からのお知らせ

消費生活センターだより
C o n s u m e r  s e r v i c e  c e n t e r  n e w s l e t t e rサブスクリプション　アプリの削除だけでは解約になりません！

休業日 土・日曜日、祝日

■サブスクリプション（サブスク）は、定められた料金を定期的に支払うことで一定期間商品やサービ
スを利用できるサービスです。一度契約すると、利用しなくても解約しない限り支払いが続きます。
■サブスクの契約は、「アプリのアイコンの削除」や「アプリのアンインストール」だけでは解約で
きません。決められた方法で解約する必要があります。
■「無料のお試し」の場合は、お試し期間が終わると自動的に定額サービスに移行することが多い
ので、注意が必要です。利用していないサブスクの請求に気付けるように、クレジットカードや
キャリア決済等の明細は、毎月確認しましょう。

時　間 9：00～16：45

☎（267）5501
場　所 市役所本館２階

困ったときは、
消費生活センターへ

※独立行政法人国民生活センター「見守り新鮮情報　第545号」から抜粋・イラスト黒崎玄
※休業日は「消費者ホットライン」
　  ☎188へお問い合わせください

※来庁をご希望される場合は事前
　 にお電話ください

　1カ月無料の動画配信サービスを登録。動画を視聴しようとしたが上手くいかず、数週間後にアプリ
を削除した。その後、キャリア決済で毎月約2,000円、半年以上もサブスクの代金が引き落とされてい
ることに気付いた。一度も視聴せずアプリを削除したのに、支払いが続いていたなんて！（60歳代）

みんない
っしょに生きる社会を「ハンセン病元患者家族」　　

～名誉の回復をめざして～
　

ハ
ン
セ
ン
病
と
は
、「
ら
い
菌
」に
感
染
す
る
こ
と
で
起
こ
る
病
気
で
す
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
の
症
状
は
、主
に
末
梢
神
経
と
皮
膚
に
あ
ら
わ
れ
、進
行
す

る
と
運
動
神
経
麻
痺
に
よ
る
顔
面
や
手
足
の
変
形
が
お
こ
り
ま
す
。

１
９
４
０
年
代
に
有
効
な
治
療
薬
が
で
き
、
１
９
８
０
年
代
に
は
治
療
法

が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。発
病
し
た
場
合
で
も
、早
期
に
適
切
な
治
療
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、後
遺
症
を
残
す
こ
と
な
く
治
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ハ
ン

セ
ン
病
は
感
染
症
の
一
つ
で
す
が
、昔
も
今
も
、隔
離
を
必
要
と
す
る
病
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
か
つ
て
は
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た
人
は
厳
し
い
隔
離
に
追

い
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
理
由
と
し
て
、国
が
制
定
し
た
法
律
に
基
づ

い
て
隔
離
政
策
を
推
進
し
た
こ
と
で
、「
強
制
的
に
隔
離
を
し
な
く
て
は
い

け
な
い
ほ
ど
、強
い
感
染
力
を
持
つ
恐
ろ
し
い
病
気
」と
い
う
誤
っ
た
イ
メ

ー
ジ
を
社
会
に
与
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。ま
た
、外
見
的
な
特
徴
を
呈
す
こ

と
が
あ
る
こ
と
や
、家
族
で
発
病
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
た
め
、19
世
紀
末
に

ら
い
菌
が
発
見
さ
れ
る
ま
で「
遺
伝
す
る
病
気
で
あ
る
」と
誤
っ
て
認
識
さ

れ
て
い
た
こ
と
な
ど
も
、偏
見
・
差
別
に
晒
さ
れ
る
理
由
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
11
月
に
「
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
に
対
す
る
補
償
金
の
支

給
等
に
関
す
る
法
律
」が
公
布
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。法
の
前
文
で
は
、
ハ

ン
セ
ン
病
の
隔
離
政
策
の
下
、ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
等
が
、偏
見
と
差

別
の
中
で
、
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
と
の
間
で
望
ん
で
い
た
家
族
関
係
を
形

成
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
等
長
年
に
わ
た
り
多
大
な
苦
痛
と
苦
難
を
強

い
ら
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、そ
の
問
題
の
重
大
性
が
認
識
さ
れ
ず
、

こ
れ
に
対
す
る
取
組
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
そ
の
悲
惨
な
事
実
を
悔

悟
と
反
省
の
念
を
込
め
て
深
刻
に
受
け
止
め
、
深
く
お
わ
び
す
る
旨
が
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。令
和
８
年
５
月
１
日
現
在
、全
国
13
施
設
の
入
所
者
平

均
年
齢
は
８
９
．２
歳
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、ハ
ン
セ
ン
病
問
題

を
正
し
く
理
解
し
、
偏
見
や
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
し
ょ

う
。　
　
　
　
　
　
　
　

	

人
権
・
生
活
相
談
課
☎（
275
）６
２
７
９

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」

の
分
別
に
関
す
る
お
願
い

■
プ
ラ
マ
ー
ク
を
確
認
す
る

　
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」

の
対
象
は
、
商
品
が
入
っ
て
い
た

容
器
や
包
装
で
、
プ
ラ
マ
ー
ク
が

つ
い
て
い
ま
す
。ハ
ン
ガ
ー
や
ボ

ー
ル
ペ
ン
な
ど
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
で
あ
っ
て
も
、
容
器
や
包
装
で

は
な
い
た
め
、
普
通（
可
燃
）ご
み

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
汚
れ
を
キ
レ
イ
に
落
と
す

　
汚
れ
や
、
中
身
が
残
っ
て
い
た

り
す
る
も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

ま
せ
ん
。汚
れ
の
取
れ
な
い
も
の

は
普
通（
可
燃
）ご
み
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
危
険
な
異
物
を
混
入
さ
せ
な
い
で

　
資
源
ご
み
の
選
別
は
、
手
選
別

の
た
め
、
針
な
ど
危
険
な
異
物
は

絶
対
に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
プ
チ
プ
チ（
緩
衝
材
）は
で
き
る

だ
け
小
さ
く

　
プ
チ
プ
チ（
緩
衝
材
）や
シ
ー
ト

状
の
衝
撃
材
は
、
設
備
故
障
の
原

因
と
な
る
た
め
、小
さ
く（
概
ね
50

セ
ン
チ
四
方
）し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
先　
環
境
政
策
課
☎（
275
）６

８
３
４


